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主
な
改
正
内
容
と
し
て
、﹁
条
例
第

２
条
の
別
表
中
に
、
構
造
計
算
適
合

性
判
定
を
要
す
る
建
築
物
の
判
定
手

数
料
を
規
定
す
る
﹂、﹁
金
額
は
、
床

面
積
を
基
準
に
５
段
階
に
分
類
し
て

お
り
、
床
面
積
１
０
０
０
m2
以
内
の

建
築
物
に
つ
い
て
は
、
構
造
計
算
が

大
臣
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
行
わ

れ
た
も
の
を
11
万
１
０
０
０
円
、
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
に
よ
り
行
わ
れ
た

も
の
を
15
万
９
０
０
０
円
と
定
め
、

以
下
、
床
面
積
ご
と
に
金
額
を
定
め

て
い
る
﹂等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
構
造
計
算
適
合

性
判
定
機
関
は
、
現
在
、
都
に
お
い

て
、
16
機
関
の
設
置
を
想
定
し
、
調

総

務

委

員

会

文

教

委

員

会

平
成
18
年
陳
情
第
18
号

一
時
保
育
事
業
所
へ
の
補
助
金
増
額
に
つ
い
て
の
陳
情

厚
生
経
済
委
員
会

第
４
号
議
案

府
中
市
立
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

建
設
環
境
委
員
会

基
地
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

第
２
号
議
案

府
中
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

整
中
で
あ
る
﹂、﹁
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
以

外
の
方
法
で
構
造
計
算
が
行
わ
れ
た

建
築
物
に
つ
い
て
は
、
審
査
の
際
に
、

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
し
た
構
造
計

算
を
改
め
て
行
い
、
適
正
性
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
﹂等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
判
定
機
関
が
正
し
く

機
能
す
る
よ
う
に
、
行
政
も
発
言
し

て
い
く
こ
と
を
望
み
、
本
案
に
賛
成

す
る
﹂、﹁
新
た
な
体
制
に
よ
り
、
建

築
審
査
事
務
が
よ
り
信
頼
性
を
増
す

こ
と
に
な
る
の
で
、
本
案
に
賛
成
す

る
﹂等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
都
の
補
助
要

綱
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
、

一
時
保
育
事
業
の
補
助
金
と
し
て
、

総
額
で
上
限
額
４
０
５
万
円
と
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、
一
時
保
育
事
業
と

特
定
保
育
事
業
の
２
つ
の
事
業
に
対

す
る
補
助
金
に
区
分
さ
れ
、
各
事
業

に
つ
い
て
、
上
限
額
５
１
３
万
円
と

し
て
、
年
間
の
利
用
者
数
の
区
分
に

応
じ
た
定
額
の
補
助
基
準
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、

一
時
保
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
す
べ

て
の
施
設
の
補
助
金
額
は
増
額
と
な

る
﹂等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
陳
情
者
が
本
当
に
今

回
の
制
度
改
正
で
納
得
し
て
い
る
の

か
、
状
況
を
見
極
め
た
い
の
で
、
継

続
審
査
を
主
張
す
る
﹂、
一
方
、﹁
補

助
金
が
増
額
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
、
本
陳
情
の
目
的
も
達
成
さ

れ
た
と
思
う
の
で
、
不
採
択
と
さ
れ

た
い
﹂等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
本
陳
情
に
つ
い
て

は
、
不
採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

　

主
な
改
正
内
容
と
し
て
、﹁
条
例

第
３
条
第
２
号
で
規
定
す
る
﹃
障
害

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
﹄
の
名
称
を
、
障

害
者
自
立
支
援
法
の
根
拠
規
定
の
変

更
に
伴
い
、﹃
生
活
介
護
﹄
に
改
め

る
﹂、﹁
同
条
第
４
号
の
規
定
に
つ
い

て
、
利
用
者
が
混
同
し
て
い
る
状
況

が
あ
る
﹃
短
期
入
所
﹄
の
名
称
を
﹃
緊

急
一
時
入
所
﹄
に
改
め
る
﹂、﹁
本
条

例
の
施
行
期
日
を
平
成
19
年
４
月
１

日
と
定
め
る
﹂等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

質
疑
に
対
し
て
、﹁
本
案
に
係
り
、

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
の
変
更
は
な

い
﹂、﹁
18
年
度
の
短
期
入
所
事
業
の

決
算
見
込
み
額
は
、
１
８
４
０
万
円

程
度
で
、
こ
の
う
ち
、
都
の
補
助
金

は
１
７
０
万
円
を
予
定
し
、
利
用
者

負
担
額
は
８
万
円
で
あ
る
﹂、﹁
19
年

度
の
緊
急
一
時
入
所
事
業
の
予
算
総

額
は
、
18
年
度
の
短
期
入
所
事
業

と
ほ
ぼ
同
額
だ
が
、
都
の
補
助
金
が

１
１
７
万
２
０
０
０
円
で
、
利
用
者

負
担
額
が
30
万
６
０
０
０
円
と
な

る
﹂、﹁
19
年
度
予
算
は
、
18
年
度
決

算
見
込
み
額
と
比
較
し
て
、
利
用
者

負
担
額
の
増
額
分
以
上
に
都
の
補
助

金
が
減
額
と
な
る
た
め
、
市
の
持
ち

出
し
分
が
若
干
増
と
な
る
﹂
等
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

平
成
18
年
12
月
に
国
、
都
及
び
本
市

の
三
者
に
よ
り
、
調
布
基
地
跡
地
都
市

整
備
用
地
に
係
る
第
１
回
土
地
利
用
計

画
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を
開

催
し
た
。

　

会
議
で
は
、
国
か
ら
当
該
地
は
国
家

公
務
員
宿
舎
の
候
補
地
と
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。
本
市
と

し
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、
地
域
の

活
性
化
が
図
れ
る
よ
う
な
施
設
の
誘
導

等
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
議
会
や
関

係
各
課
と
も
よ
く
協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
19
年
２
月
に
国
や

本
市
、
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究
所

の
三
者
に
よ
り
、
同
研
究
所
の
移
転
に

係
る
打
合
せ
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
打

合
せ
会
は
、
本
市
が
主
体
と
な
り
進
め

た
も
の
で
、
本
市
か
ら
は
、
道
路
付
け

及
び
下
水
道
整
備
に
係
る
問
題
に
つ
い

て
、
同
研
究
所
の
み
な
ら
ず
、
国
も
必

要
な
検
討
を
行
っ
て
ほ
し
い
旨
を
意
見

と
し
て
述
べ
た
。

　

ま
た
、
同
研
究
所
の
移
転
に
係
る
諸

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
三
者
で
継
続
し

て
協
議
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
等

の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

第
６
号
議
案

府
中
市
立
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

所
在
地
に
つ
い
て
、﹁
是
政
東
遊

園
地
は
、
中
央
道
の
北
側
、
元
大
丸

コ
ン
ク
リ
ー
ト
府
中
工
場
の
跡
地
が

開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
西
端
に

位
置
す
る
﹂、﹁
是
政
四
丁
目
遊
園
地

は
、
中
央
道
の
南
側
、
元
東
京
乳
業

の
跡
地
が
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
北
西
の
角
に
位
置
す
る
﹂
等
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
、﹁
今
後
、
市
民
が
し
っ

か
り
使
え
る
よ
う
管
理
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
要
望
し
、
本
案
に
賛
成
す

る
﹂
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
、本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

再
開
発
対
策
特
別
委
員
会

　

け
や
き
並
木
周
辺
整
備
の
現
況
は
、

平
成
19
年
２
月
に
け
や
き
並
木
周
辺
整

備
調
整
会
議
を
開
催
し
、
19
年
度
に
予

定
し
て
い
る
事
業
等
に
つ
い
て
、
情
報

交
換
を
行
っ
た
。

　

府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
市
街
地
再
開
発

準
備
組
合
で
は
、
施
設
計
画
検
討
会
を

開
催
し
な
が
ら
、
施
設
建
築
物
の
計
画

の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
て
お
り
、
そ

の
中
で
は
、
従
来
の
都
市
計
画
の
内
容

に
つ
い
て
、
２
点
の
変
更
提
案
が
あ
っ

た
。
一
つ
目
は
、
既
定
の
用
途
に
住
宅

及
び
駐
輪
場
を
追
加
す
る
も
の
。
二
つ

目
は
、
国
指
定
天
然
記
念
物
﹁
馬
場
大

門
の
ケ
ヤ
キ
並
木
﹂
が
危
機
的
状
況
で

あ
り
、
日
照
等
に
配
慮
す
る
た
め
、
同

並
木
に
面
す
る
建
物
の
高
さ
を
約
18
ｍ

に
抑
え
、
４
階
以
上
の
壁
面
を
後
退
さ

せ
、
同
並
木
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
な
が
ら
、
既
定
の
容
積
を
確
保
す
る

こ
と
な
ど
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、
関
係
各
課
等
と
施
設

計
画
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

　

府
中
駅
南
口
第
三
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
に
つ
い
て
は
、
19
年
１
月
に
清

算
事
務
総
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
が
事

実
上
消
滅
し
た
等
の
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
を
了
承
し
た
。

鉄
道
対
策
特
別
委
員
会

　

西
府
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
し

て
、区
画
道
路
築
造
工
事
に
つ
い
て
は
、

駅
前
広
場
以
北
に
お
け
る
都
市
計
画
道

路
築
造
工
事
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
12
月
に
駅
舎
及
び
自
由

通
路
工
事
の
工
事
施
工
協
定
を
締
結
し

た
。
ス
イ
カ
改
修
工
事
に
つ
い
て
も
協

議
が
整
っ
て
お
り
、
19
年
３
月
下
旬
に

Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
西
府
土
地
区
画
整
理
組

合
及
び
本
市
の
三
者
に
よ
り
施
工
協
定

を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。
ス
イ
カ
改

修
に
係
る
概
算
工
事
費
は
４
億
円
で
、

着
工
は
20
年
４
月
の
予
定
で
あ
る
。

　

新
駅
の
名
称
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
よ
り

﹁
西
府
﹂
と
す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ

れ
た
旨
、
通
知
が
あ
っ
た
。
駅
開
業
の

時
期
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
改
め
て
説

明
が
あ
り
、
20
年
度
末
に
な
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

京
王
線
連
続
立
体
化
事
業
の
状
況

は
、
京
王
線
と
交
差
す
る
都
市
計
画
道

路
３
・
４
・
７
号
の
一
部
に
つ
い
て
、
都

で
は
技
術
的
課
題
を
解
決
し
、
道
路
工

事
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。今
後
、

22
年
度
の
開
通
を
目
標
に
工
事
を
進
め

る
と
し
て
い
る
等
の
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
を
了
承
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
建
築
審
査
事
務
に
係

る
手
数
料
の
改
正
を
行
う
も
の

　

こ
の
議
案
は
、
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
の
名
称
変
更

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
　

こ
の
陳
情
は
、一
時
保
育
事
業
所
が
良
質
の
保
育
を
提
供
し
つ
つ
、様
々

な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
保
育
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
、
一
時
保
育
事
業
所

に
対
す
る
補
助
金
を
大
幅
に
増
額
し
、
事
業
所
と
利
用
者
双
方
の
負
担
の
軽

減
を
図
る
よ
う
求
め
る
も
の

　

こ
の
議
案
は
、
開
発
事
業
に
よ
り
、
市
に
帰
属
し
た
公
園
を
市
立
公
園
と

し
て
位
置
付
け
る
た
め
、
府
中
市
立
公
園
条
例
第
３
条
第
３
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
別
表
に
﹁
是
政
東
遊
園
地
﹂、﹁
是
政
２
丁
目
29
番
地
﹂
と
﹁
是
政
四

丁
目
遊
園
地
﹂﹁
是
政
４
丁
目
８
番
地
﹂
の
追
加
を
行
う
も
の

　　▲是政四丁目遊園地　




